
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回高浜町マリンビジョン策定委員会（令和 8 年 2 月 6 日開催）に

引き続き、去る令和 8(2026)年 3 月 3 日（火曜日）14 時から、最終とな

る第 6 回目の委員会が、高浜町役場の 3 階委員会室で開催されました。 

先ず、事務局である高浜町産業振興課より、今回の委員会出席状況と

配布資料の確認を行った後、渡慶次委員長の進行により、議事に入りま

した。 
最初に、前回（第 5 回委 

員会）の振り返り※1を行っ 
た後、前回委員会でお示し 
した「高浜町マリンビジョ 
ン（案）」について実施した 
パブリックコメントに集ま 
った町民のみなさんのご意 
見と、それに対する事務局 
対応案※2をご説明しました。 

更に、前回委員会で委員 
のみなさんからいただいた 
ご意見を参考に、事務局が 
作成した表紙、ビジョンの 
基本理念であるキャッチフレーズを含めた、「高浜町マリンビジョン」冊
子完成案をご提示しました。 

事務局からのご説明の後、渡慶次委員長から１年を通じた本委員会の
議論に対するご意見とマリンビジョンへの期待の言葉をいただくととも
に、委員全員にマイクが回り、おひとり、おひとりの高浜の漁業・水産
業・海業振興への思いと「高浜町マリンビジョン」の実現にむけての期
待の言葉をいただきました。 

最後に、事務局を代表して高浜町より、１年間にわたり終始熱心かつ
建設的な議論と有益なご意見、ご指導をいただいた渡慶次委員長はじめ
委員のみなさんへの感謝の言葉で最後の委員会を終了しました。 

※1.第 5回委員会の振り返りについては下記上段の QR コードを参照ください 

※2.パブリックコメントの結果資料については、下記下段の QR コードを参照ください 

高浜町 マリンビジョンニュース 第 6 号 
TAKAHAMA TAWN MARINE VISION REPORT-Ｎｏ5 

■第 6 回高浜町マリンビジョン策定委員会が開催されました 
 

ＡテーブルとＢテーブルの意見発表 

 第 6 回の最終委員会が開催されました 

福井県立大生もひとこと 

話題提供（事務局） 

① 第 5回委員会の振り返り  

・第 5 回委員会での話し合いの結果をまとめて、委員のみなさんに 

共有しました。 

②パブリックコメント対応方針案の説明（事務局） 

・2 月 2 日～13 日にかけて実施した「高浜町マリンビジョン(案)」に

ついてのパブリックコメントに寄せられた町民のみなさんのご意見

に対する対応方針についてまとめたものを、事務局より委員のみな

さんにご説明しました。 

●委員長及び委員のみなさん全員の御意見をいただきました 
・当日の①～③に関するご意見はもとより、1年間のビジョンに関す
る感想、ご意見などについて、渡慶次委員長はじめ委員のみなさん
おひとり、おひとりから一言づついただきました。 

■第 6 回委員会の進め方 

(委員会での意見交換の様子) 

(渡慶次委員長による議事進行の様子) 

2026 年（令和 8 年） 3 月 6 日（金曜日） 

編集・発行：高浜町産業振興課 
〒919-2225 高浜町宮崎第 86 号 23 番地 2 

電話：0770-72-7705 FAX:0770－72－4000 

メールアドレス：machi@town.takahama.lg.jp 

(※1.第 5 回ﾏﾘﾝﾋﾞｼﾞｮﾝﾆｭｰｽ) 

(※2.パブリックコメント結果) 

最終委員会における委員のみなさんの一言コメントをご紹介します。 

③マリンビジョン冊子完成イメージについて 

 ・前回（第 5 回）委員会で委員のみなさんにおうかがいした表紙とキ 

  ャッチフレーズ（基本理念）をもとに事務局最終提案をご説明しま 

した。 

 ・また、ビジョン本体の最終デザインについて、冊子案を作成し、委 

員のみなさんに事務局より紹介しました。 

●高浜マリンビジョン最終冊子イメージ 

●委員のみなさんのご意見の概要 

●今後の最終とりまとめ方針の報告と 1 年間にわたる委員長及び委員
各位の熱心な御議論に対し、事務局よりお礼を申し上げて、令和 7
年度「高浜町マリンビジョン策定検討委員会」の全日程を終了しま
した。関係されたみなさま全員に、心からお礼を申し上げます。 

表紙・裏表紙イメージ 
高浜町の美しい海と青葉山を背景に、
漁業を象徴する漁船が将来に向かっ
ていくイメージを航跡で表しています  

目次構成イメージ 

色々な意見が出て、それが反映

されており、私の中では満足の

いく内容になっていると感じ

る。今後、発信、ブランド化な

どビジョンを作って終わりじゃ

なく、そこからどうやっていく

のかっていうのが一番大事なこ

とだと思っています。 

魚の流通の面からは、やはり魚

ありきの仕事なので、漁師さ

ん、漁協と協力して、質のいい

高浜産の魚を、全国に出荷して

高浜町のアピールにも繋げてい

きたいと思っております。 

私は内浦在住ですが次の時代

の担い手問題の解決をぜひと

もお願いします。この 5 年

10 年の間に 1 人でも 2 人で

も、ひとつの仲間グループに

なれるような 5 人ぐらい確保

できるといい。 

加工側としては、付加価値をど

うつけるかというところを、よ

り一層力を入れて、取り組んで

いきたいと思います。 

なんとなく「ふわっ」とした

方針になるのかなと最初は思

っていたが、具体的な 10 個

のプロジェクトまで落とし込

んで、これからの指針が見え

た。とりあえず何をやればい

いのかということが 

整理できたなと実感していま

す。 

観光と海のコンテン

ツを結び付けて考え

ていけるといなと思

っています。 

何事にも若手が増え

ていくような施策が

大事なのだろうなと

いうのをひしひしと

感じました。 

高浜の地場の新鮮な魚を安く地元

に供給することと、魚価をあげて

漁業所得をあげ、小売業などの産

業振興とのの間には矛盾をはらん

でおり、まだ解決する 

問題が多いと感じる 

主婦の目線としては、地元

で獲れた魚を地元で消費で

きる、買えるっていうとこ

ろをもう少し拡大していた

だけるとありがたと思いま

す。 

観光の立場からは、高浜町産の魚を

料理も含めて、県外や海外の方に来

ていただいて、食べていただくこと

を頑張って行くしかない 

と思っています。 

高浜では観光と漁

業は切って切り離

せないものだと思

います。教育旅行

のコンテンツもど

んどん進める必要

もあると思いま

す。 

高浜に来て、おいしい

ものを食べていただ

く。来ていただくこと

で高浜の魅力が伝わる

と思います。ビジョン

で細かな目標まで整理

されているので、自分

もこれを意識して取り

組みたい。 

漁業所得額の目標が 250 万円ぐら

いと書いてあるが、これを見て、

若い人が「よし漁業やりたい」っ

て言い難い額だなと思う。 


